




10/21 放送

「新型インフルエンザの現状と対策」

12/2 放送「ストーマケアに必要な基礎知識とスキル」

11/4 放送

「チーム医療を円滑に実践するために」

　ストーマケア研修を受けて、基本的な基礎知識を振り返ることがで

き、それに加え、その必要性や根拠などを分かりやすく勉強すること

ができました。

　また、病棟でのストーマ・サイト・マーキングや皮膚障害についての

事例も多く紹介されており、問題の解決方法やアセスメント方法など、

とても参考になりました。（山下）

　“チーム医療の成果”やチーム医療実現に

向けて専門性の高い看護師に期待される行

動など、多岐にわたる内容でした。チーム医

療における看護師の役割について改めて考

えるいい機会になりました。（榎園）

12/16 放送「創傷ケアに必要な最新知識」

　「褥瘡とは」というところからはじまり、褥瘡の原因や皮膚構造など

一つずつていねいに説明されているため、新人さんにもよく分かる内

容だと思います。とくに従来のDESIGNとDESIGN-Rとの違いについても、

症例をとおして採点の違いなど比較しながら分かりやすく説明され

ています。日々のケアにすぐに活かせる内容となっているのでぜひ見

てもらいたいと思います。（猿楽）

臨床指導者会議報告

看護研究発表会報告

　１１月の会議では、今後の臨床指導に役立てることを目的とし、ロールプレイング

を用いた学習を行いました。学生役が感じたことを率直に教えてもらうことで、指導

者の態度等が学生に与える影響を理解できました。また、指導するときの視線や話の

聞き方、間のとり方など自分の日頃のコミュニケーションの傾向を知ることにもな

りました。ロールプレイング後は、どのような指導態度や方法が望ましいのか意見交

換を行い、参加者それぞれが自分の指導方法をふり返り、反省する点や今後生かせる

点を学ぶ場となりました。

この研修を通して、自分の指導方法についてふり返ることが大事であり、それを習慣

づけていく必要があると感じました。学生と共に成長していけるよう、今後も勉強会

やスタッフとの意見交換の場を持つなど知識を深めていきたいと思います。（德地）

★「鹿児島県がん看護における質の高い看護師育成事業実務研修」

                                         ３東病棟:福永主任

鹿児島大学病院で２カ月間の研修を行い、実際の患者さんを受け持

つ密度の濃い内容だったようです。

化学療法の適応から看護、抗がん剤の有害事象、疼痛コントロール

の目標など疼痛マネジメントについて理解することができました。

また、患者やその家族の精神的支援、インフォームドコンセントに

おける看護師の役割など、普段援助することが難しい部分について

の重要性が伝達研修の中で理解することができました。（中富）

★「緊急被ばく医療基礎講座」４西病棟:鍛冶屋

薩摩川内市には原子力発電所があります。そのため「緊急被ばく

医療基礎講座」での内容はとても関心がありました。患者が搬送

された時の看護師の対応、救急外来での情報収集、汚染拡大防止

処置、防護服の着用、看護形態など、知識や対応についてとても

興味深く聞くことができました。

平成２１年度の看護研究発表会が

開催されました。どの病棟のテーマ

も興味を引くもので、質問・意見交

換が活発な発表会になりました。今

回の研究がこれで終わるのではな

くて、今後病棟で活かせていけたら

と思います。研究の皆さんお疲れ様

でした。（岩下）

毎日の実践の中で、“少しでもよいケアをしたい”

という思いが研究の始まりです。日頃から自分た

ちのケアに対する"疑問"や"問題意識"を持って

取り組んでほしいと思います。

また研究として取り組んだ事柄を論文として、第

三者が読んだ時にも納得できるような書き方が

必要です。日頃から、質の高い研究論文に触れる

ことから始めてみましょう！（山口）

　感染力が強く、小児は脳炎の可能性を常

に意識しておく必要があること、他国に比

べ日本は感染の被害が少なく、それはうが

い・手洗いなどの国民の衛生意識が高く、学

校閉鎖などの社会防衛と住民参加によるも

のだと分かりました。簡易迅速検査は補助

的であり、すべてのインフルエンザ患者に

対して早期治療、抗ウイルス薬の投与（重症

化を防ぐ）が大切であることを学びました。

（鞘脇）

11/18 放送「看護倫理について」

　抑制、拘束は福祉の現場では年々減ってき

ていますが、医療現場では増えており、イン

テグリティが脅かされる状況にあります。看

護は身体を扱うため、患者にとってそれがよ

いことであるかどうか倫理的判断をともわ

なければなりません。

　医療は誰がどうやってすすめるか、医療者

が決めるのではなく、患者が決めます。患者

の意思が大事です。さらに、患者の苦痛を最

小にする技をもって為さなければなりませ

ん。（４西Ｃチーム）
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